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 免疫組織化学的検討では，1996 年から 1999 年にかけて東北大学病院において手術
された，乳癌症例 69 例を対象とした．各標本における(P)RR の発現局在を明らかに
するとともに，臨床病理学的因子との関係性を統計学的に解析した．乳癌培養細胞株
を用いて(P)RR の発現を確認し，(P)RR 特異的 siRNA（small interference RNA）を用い
て，細胞増殖への影響を検討した．さらに(P)RR の生理活性機構を明らかにするため，








癌培養細胞を用いた検討では，(P)RR は検討した 4 種全例の乳癌培養細胞株で発現が
確認された．(P)RR の発現をノックダウンすると，培養細胞の増殖が有意に抑制され
た．アンジオテンシン II の添加によって細胞外シグナル調節キナーゼ（ERK1/2；
extracellular regulated kinase 1/2）のリン酸化や細胞増殖の促進はみられなかった．他







増殖刺激作用がみられなかったことから，(P)RR の RAS 非依存的な生理活性作用が乳
癌細胞の増殖に関与している可能性が示唆された．今回の研究では，(P)RR 乳癌の増
殖への作用を検討したが，アンジオテンシン II や V-ATPase は，転移との関係性も示
唆されている．よって，乳癌における(P)RR の多様な生理活性作用を理解し，その発
現意義を明らかにするためには，今後さらなる検討が必要であると考えられる． 
 
